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今月のキーワード今月のキーワード
低体温

　飲料会社のキリンが行った「子どもの低体温に関する調査」では、小児科医の８割近くが低体温の子どもが増えていると感じて
おり、ここ10年の間に変化して、増加傾向にあると感じているそうです。人間の平熱は、２歳頃で36度台になり、夜眠っている時
は低く、日中活動している時は高い、という規則的な体温リズムで生活していますが、低体温は、このリズムが崩れた状態で、体
温は35度台になる状態です。「自律神経の働きが乱れ、体温調節がうまくいかなくなると、低体温になる」といわれています。低体
温を解消するには、自律神経のバランスを回復することが大切で、規則正しい生活をすることが重要だと言われています。
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若者の結婚観

　国立青少年教育振興機構が、日本の若者の結婚観・子育て観の現状及びそれらに関係する要因を明らかにするため、全国の20代
から30代を対象とした27年度の調査結果が11月１日に発表されました。そこでは、「結婚したくない」と考える20歳代の男性は昨
年度に２割を超え、2008年度の調査と比べ２倍近くに増えました。女性は「早く結婚したい」と「結婚したくない」の割合がいず
れも増加し、二極化がすすみました。結婚していない理由として「経済的に難しい」を挙げる人は６割を超え、「若者の収入の低
さ」などが要因と分析しています。同時に、「一人が楽である」を挙げる人も約５割あり、男性の方が多い傾向がみられます。
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10月21日の府庁前の緊急行動には多くのマスコミも取材に

シンポでは、大阪市の水道民営化に疑問の声が寄せられた

荒田衛都連委員長の主催者あいさつで始まったレセプション

ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に

映
し
出
さ
れ
た
夢
や
希
望

　

枚
方
市
職
労
婦
人
部
は
、
ち
ま
た
で
行
わ
れ
て
い

る
「
憲
法
カ
フ
ェ
」
を
一
度
や
っ
て
み
よ
う
！
と
、

10
月
16
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
、
明
日
の
自
由
を
守

る
若
手
弁
護
士
の
会
（
あ
す
わ
か
）
の
宮
本
亜
紀
弁

護
士
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
宮
本
弁
護
士
か
ら

自
民
党
の
改
憲
草
案
が
ど
ん
な
も
の
か
、「
あ
す
わ

か
」
が
作
成
し
た
紙
芝
居
「
王
様
を
し
ば
る
法 

〜

憲
法
の
は
じ
ま
り
〜
」
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
今
回
の
学
習
を
通
じ
て
、「
日
本

国
憲
法
の
三
原
則
が
大
き
く
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
！
」、「
私
た
ち
自
治
体
職
員
の
仕
事
も
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
首
相
と
同
じ
よ
う
に
憲
法
尊
重
義
務
の
あ
る

私
た
ち
自
治
体
職
員
も
、
改
憲
草
案
の
問
題
点
を
学

ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

ヘ
リ
パ
ッ
ド
（
着
陸
帯
）
建
設
の

た
め
、
沖
縄
県
高
江
に
動
員
さ
れ

た
大
阪
府
の
機
動
隊
員
が
建
設
に

反
対
す
る
市
民
に
対
し
て
「
土

人
」
な
ど
の
差
別
発
言
を
し
た
問

題
で
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
大
阪
府

の
松
井
知
事
は
、
隊
員
を
ね
ぎ
ら

い
差
別
発
言
を
擁
護
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
10
月
21
日
、
国
民
大
運

動
大
阪
実
行
委
員
会
な
ど
は
、
府

庁
前
で
沖
縄
で
の
府
警
機
動
隊
員

の
差
別
暴
言
を
擁
護
す
る
松
井
知

事
に
対
す
る
抗
議
と
、
発
言
の
撤

回
と
謝
罪
、
そ
し
て
辞
職
を
求
め

る
緊
急
行
動
を
呼
び
か
け
、
２
０

０
人
の
府
民
が
抗
議
の
声
を
上
げ

ま
し
た
。
10
月
28
日
に
は
抗
議
デ

モ
＆
個
人
請
願
行
動
が
行
わ
れ
、

府
民
は
「
知
事
の
資
格
な
し
、
辞

任
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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憲
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カ
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ェ

憲
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カ
フ
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楽
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学
習

で
楽
し
く
学
習
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催
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催
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　今の日本国憲法と自民党の改憲草案とを比較
しながら解説していただき、自民党の改憲草案
は国家権力をしばる立憲主義とは真逆の国民を
しばる性質のものであり、国民は国家のために
協力し義務を果たす存在という考えが貫かれて
いることを知って、恐ろしさを感じました。
　同時に、日本国憲法によって自分たちの人権
や生活や自由が守られていることをあらためて
思い、子どもたちのためにも平和が続くよう
に、憲法の理念や理想を学び広め、大切に守っ
ていくことの大切さを感じました。

機動隊員の差別暴言を擁護する松井知事は辞任しろ！　

10
月
29
日
に
、
大
阪
市
の
水
道
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
（
公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
）

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
近
畿
水
問
題
合
同

研
究
会
（
大
阪
自
治
労
連
公
企
評
が
加

盟
）
が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
や
市
民
が
参
加

し
、
水
道
の
広
域
化
や
民
営
化
に
つ
い
て

学
習
を
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
、
大
阪
府
域
水
道

将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
委
員
も
務
め
た

太
田
正
さ
ん
（
作
新
学
院
大
学
経
営
学
部

長
）
か
ら
の
講
演
で
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
需
要
の
縮
小
等
で
、
広
域
化
、
民
間

化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
①
共
同
消

費
財
と
し
て
の
水
の
利
用
で
の
技
術
な
ど

を
常
に
確
保
し
つ
つ
、
供
給
義
務
と
安
全

性
に
責
任
を
負
う
こ
と
。
②
地
方
公
営
企

業
の
管
理
者
制
度
を
住
民
自
治
に
よ
る
公

的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
下
で
改
革
し
、
事
業
特

性
に
応
じ
た
「
経
営
と
行
政
の
自
律
的
な

統
合
」
を
図
る
こ
と
。
③
広
域
的
視
点
と

地
域
持
続
の
視
点
を
も
ち
、
ま
ち
づ
く
り

と
の
計
画
的
・
戦
略
的
な
連
携
を
進
め
る

こ
と
。
④
利
用
者
で
あ
る
住
民
を
協
働
者

と
す
る
事
業
運
営
を
図
り
、
そ
の
た
め
の

情
報
共
有
を
進
め
る
こ
と
が
、
水
道
事
業

の
使
命
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
水
道
の
仕
組
み
、
制

度
、
お
か
れ
て
い
る
状
況
、
水
道
民
営
化

に
つ
い
て
「
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
来
て
よ

か
っ
た
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

衛
都
連
は
10
月
29
日
に
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
大
阪
で
結
成
70
周
年
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
を
開
催
し
、
現
役
の
組
合
員
、

Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
各
界
か
ら
多
数
の
来

賓
が
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
70
年
の
歴
史

の
重
み
を
感
じ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
衛
都
連
運
動
の
軌
跡
が
ス
ラ
イ

ド
で
上
映
さ
れ
歴
史
を
振
り
返
る
中

で
、「
地
域
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
、

自
治
体
労
働
者
の
真
の
幸
せ
は
な

い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
践
を
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
、
地
域
で
す
す
め
る
決

意
を
固
め
あ
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ

か
で
「N

o U
nion N

o Life　

〜
今

も
未
来
も
輝
く
社
会
を
〜
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
府
職
労
結
成
70
周
年
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
で
終
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
有
田
洋
明
委
員
長

は
、地
域
・
住
民
と
共
同
し
た
府
職
労

の
た
た
か
い
を
紹
介
し
、
今
後
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
午
後
は
松
元
ヒ

ロ
さ
ん
の「
爆
笑
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」が

会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
参
加
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
夢
や

希
望
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
願
い
が
実
現
さ
れ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
府
職
労
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

気
軽
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
取
り
組
め
た「
憲
法
カ
フ
ェ
」

とてもわかりやすい紙芝居で、参加者も納得

自民党の
改憲草案って
　どんなもの？


